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令和２年（2020年）2月２日㈰から２月 6日㈭．インド南部のカルナカタ州ベンガル―ルおよびマイス

ールで開かれた南アジア口腔顎顔面インプラント学会（SASOMI）発会式に参加した。 

当地は口腔癌の頻度が高く、口腔癌の予防、医療は当地の保健衛生行政の主要業務のひとつになってい

る。日本外科学会および日本顎顔面インプラント学会は従前より当地での口腔癌対応事業について関心を

もって情報を収集に取り組んできた。昨年、現地の大学歯学教育関係者および有志歯科医より、日本顎顔

面インプラント学会に口腔腫瘍治療と術後の機能回復を目指したインプラント治療の指導要望があった。

当地での実態視察と学術交流協議を重ねた結果、その要望は広く、南アジア地区全域の問題でもあるとし

て、South Asian Society of Oral and Maxillofacial Implantology(SASOMI)の設立を提案した。その結

果、今回、インドベンガル―ル市において SASOMIの発会記念式典および記念シンポジウムと日本顎顔面イ

ンプラント学会との学術交流についての調印式が、開催されることになった。その参加概要を報告する。 

会期は 2020 年２月２日㈪から２月５日㈬の３日間。インド南部高原にあるカルナカタ州ベンガル―ル市

およびマイスール市で行われた。日本顎顔面インプラント学会からは９名の講師が派遣され、講演した。参

加者は瀬戸晥一、古郷幹彦、'嶋田淳'、内橋俊大、管野貴浩、里村一人、中岡一敏、北村豊そして渡辺孝夫

（敬称略）。  

第１日目、令和２年（2020）２月１日（㈯）日本代表団のメンバーは日本各地の飛行場よ

りそれぞれのフライトで出発。 

同年２月２日㈰正午、ベンガル―ル空港にて集合し、空港近くのホテルで日本代表団の結団式をおこなった。

JSS 大学が手配していただいたバスにてマイスール市に向けて出発。約４時間かけて JSS 大学に到着した。

India-Japan Collaborative symposium  

at Nimhans Convention Centre, Bengaluru, India 

令和２年（2020 年）2 月 5 日㈰ 



ライトアップされつぁ Mysuru宮殿 

第２日目、令和２年（2020）２月 2 日㈪、宿泊した JSS大学の食堂にて朝食 

  

第一日目の行事はシンポジウムを開始した。 

Mysuru 市、JSS 大学歯学部講堂で India-Japan Multidisciplinary Symposium on Oral Oncology, 

Maxillofacial trauma & Implantology と題する記念講演会が行われた。およそ 200名の聴衆を前に、瀬戸

日完一先生、嶋田淳教授、管野貴浩先生、北村豊先生、中岡一敏先生が講演した。 



J  

SS 大学副学長 Dr.Surinder Singh と日本代表団と、今後の学術交流について協議した。

 

協議内容 

Dr.Shimada discussed possibilities of student exchange programs with Japanese dental university 

Dr.Seto spoke about his work and technology:  Proton Therapy and Boron Neutron Capture Therapy 

(BNCT) 

  - patient exchange - hospital sharing 

  - faculty exchange and training 

  - exchange technology and science 

  - ready to establish center in JSS 

  - requested to provide clinical trials and research facilities 

The Vice- Chancellor was impressed and wanted to sign the MoU with SASOMI which is currently 

under processing at the registrar's office. 

   

第３日目、令和２年（2020）２月４日㈫ 早朝、JSS大学宿泊施設を出発、約 3時間半の道のり

を経て Bengaluru市に入った。市内中心部の SFOホテルに到着、チェックインの後、Sri Shankara病院を

訪問した。同病院の顎顔面外科主任の Girish先生 の案内で、現在治療中の患者さんの疾患と治療の説明を

受けたあと、病院の設備の状況視察をおこなった。   

Sri Shankara病院視察 

 Dr.Srinathおよび Prof.Girishとの協議 



   

   

    

昼食をとりながらの会議。 

Managing Trusteeの Dr.Srinathおよび顎顔面外科主任で President of SASOMI の Dr.Girish Raoと今後

の共同事業について協議した。 

Dr.Seto spoke about - Training and technology exchange，- BNCT and IAIT，- Collaborative research 

via SASOMI 

Dr.Srinath spoke about charity work and technology used in the Hospital 

  

昼食のあと同病院をあとにして MS Ramaiah Academy of Advanced Sciences 施設に向かい、カダバー実習

室を視察した。  

Ramaiah大学前でカダバー実習室の視察打合せ。   

Dr Shetty introduced Cadaver lab and auditorium  

Clarified questions such as 

- body obtained with family consent  

- body will be screened and any infections such as HIV, Hapetitis etc.if detected will not be 

used 

MS Ramaiah Academy of Advanced Sciences

施設、カダバー実習室を視察 



- body preserved using embalming method 

- Various workshops and training can be conducted depending on the course. 

- The extinct of damage to the body depends on the type and kind of workshops 

- Prior notice of the workshop is essential to prepare the body. 

- This year is difficult however or next year bookings can be done. 

 

その後、市内の Mukha にある SASOMI の事務局を訪問し、SASOMI の第一回理事会を開催した。

以下の議題が協議された。 

⑴規約の承認：SASOMIの理事会人事について：Senior Adviserとして瀬戸完一教授、古郷幹彦教授、嶋田

淳教授。International Mutual Coordinator として渡辺孝夫を選出した。その承認を受けて、規約を修正

し、2020年３月５日をもっても発行する.  (承認) 

⑵日印学術研究、研究者および学生交流を促進するために、SASOMIの責任のもと希望者のリストを作成、

具体的な促進の資料とする。 （承認）  

      Training in CBCT for graduates from India 

      Collaboration in Oral Cancer 

      Provision for doing PhD In Japanese Universities. 

⑶専門医をつくるための外科ベースのインプラントトレーニングコースを創設する。Systematic 

management of Maxillofacial Implant based on Maxillofacial Surgery. （承認） 

  場所：東京大学を検討する。 

  Cadaver course in Bengaluru；Ramaiah大学のカダバーをつかった実習設備は設備的に十分と考えら

れた。協議を続ける。（承認） 

  Short-term/ Long-term, cost effective MSc or Diploma with University affiliation. Need to 

decide on a system for India as there is a 5-year training course in Japan.  

  Fellowship program for SASOMI.  Discussion is required and keep it as an option.  

  Form a committee for certifications & exams.  

⑷SASSOMI 理事会を年２回開催する。Skype Meeting 理事会は日本の理事とも積極的に参加あるいはコ

ミュニケーションをとりたい。 

SASOMIと JAMFIの合同第一回理事会 

keiseikai
ハイライト表示

keiseikai
ハイライト表示



⑸SASOMI 年次総会は India の Goa市で 2021年１月 22日-23日で開催される。. First to discuss and 

decide scientific program yearly once 準備している。日本からの参加者を望みたい。そのリスト作成

を JAMFIにお願いしたい。（承認） 

⑹秋田での JAMFI総会への申し込み  Invitation letter is required 

⑺台湾での PPIS総会への申し込み    Invitation letter is required. . Request for a special 

registration fee for SASOMI life members for PPIS annual meeting to be held in Taiwan, China & 

Korea 

⑻2023 年の 22回 PPIS総会は 2023年に SASOMIとしてベンガル―ルで主催する（承認） 

⑼寄付金の取り扱い：日本代表団より、SASOMI活動の援助金として寄付があった。この寄付が今後とも

SASOMI の活動に有効に利用されるよう、寄付規則を検討する。(継続審議） 

⑽JAMFI の嶋田教授と SASOMI の Girish先生との間で、Collaboration の調印式が行われる。（承認） 

⑾今後の活動については継続審議。 

⑿SASOMI の規約、調印式の証書の保管方法。（継続審議） 

⒀ジャーナルの発刊. Have an annual journal & form a committee for the SASOMI 

 

夕方は懇親会が行われた。日本国バンガルール総領事館の北川隆行総領事および Nagesh先生の出席

のもと、懇親会が催された。

  

第４日目、２月 5 日㈬、Bengaluru市、Namhansコンベンションセンターで South Asian Society 

of Oral & Maxillofacial Implantology and First India-Japan Collaborative Symposium および記念式

典が開かれた。 

 

 

Welcome Party at Wood 

rose Club, Bengaluru 

日本国バンガルール総領事館の北川隆行総領

事 



 

    

 

 

 

 

 市内中心部にある会議場。多くの聴衆が集まり、熱心に傾聴した。 

Girish 教授 

Nagesh 先生 瀬戸教授 
嶋田教授 

里村教授 内橋先生 Srilatha先生 

先生里村教

授 

講演は顎顔面インプラント学会からは瀬戸完一先生、嶋田淳教授、里村一人教授、内橋俊大先生ら、SASOMI

からは Nagesh先生、Girish教授、Srilatha先生らが講演した。 

Namhansコンベンションセンター 



 

 

 

 

午後９時、日本代表団はベンガル―ル空港 (Kemepegowda International Airport)に到着、瀬戸教授の

挨拶で解団式を行った。翌、２月 6日㈭早朝、それぞれのフライトにて帰国した。 

 

あとがき：今回のインド、SASOMI発会式への参加は、現地での口腔癌治療の実態を視察、その人材の情

熱と能力は、外科をベースとするインプラント学を科学的に推進する組織として SASOMIの組織あわれわれ

のカウンターパートとして適当である確認できた。設備としてもインドでのカダバー実習室は画像設備が

よく整っていた。また、検体の保存状態はよく、柔らかで、関節の動きもスムーズであり、死後のご遺体

の保存、感染予防処置も十分であった。検体の身元、履歴もしっかり記録されていた。インドでは口腔腫
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Kidwai Memorial Intstitute of Oncology Research & 

Training Center を訪問、視察した。 

 

すべての行事が終わっての懇親会を滞在ホテルのレストランにて行

った。 

 

嶋田淳教授と Girish 教授との間で日本顎顔面インプラント学

会および SASOMIの学術交流の調印式が催された。 

シンポジウム終了後の記

念撮影 
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瘍の頻度が多く、日本人研修医のトレーニングコースに組み入れる施設として適当であるとの思いを強く

した。 

口腔癌の撲滅は、口腔外科医として最も重い懸案である。治療後の口腔機能の回復にインプラント治療は

有効であることは、明らかになりつつある。今回の経験から、SASOMIとの共同事業は今後の日本顎顔面イ

ンプラント学会や日本口腔外科学会の活動に多大な影響をあたえるとの思いを強くした。 

 

 

 

 

 

 

日本代表団リスト（敬称略、順不同） 

•瀬戸晥一（SETOKanichi） kanichiseto@gmail.com  

•嶋田淳（SHIMADA Jun）  shimadajun@mac.com 

•管野貴浩(KANNO Takahiro)  tkanno@med.shimane-u.ac.jp 

•渡辺孝夫(WATANABE Takao)  keiseikai@kosesika.or.jp 

•北村豊(KITAMURA Yutaka)  dr.jungle@i.softbank.jp  <shinshu-osic@mbn.nifty.com> 

•古郷幹彦（KOGO Mikihiko） kogo@dent.osaka-u.ac.jp 

•内橋俊大（UCHIHASHI Toshihiro）utihasi@dent.osaka-u.ac.jp 

•中岡一敏(NAKAOK Kazutoshi)  nakaoka-k@tusrumi-u.ac.jp  

里村一人(SATAMURA Kazuto)  satomura-k@tsurumi-u.ac.jp  

 South Asian Society of Oral Maxillofacial Implantology (SASOMI)： 

Main office: No 134, 42
nd

 Cross, 3
rd
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th

 Block Jayanagar, Bangalore-560082, INDIA 
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公益社団法人日本顎顔面インプラント学会事務局 

〒108-0014 東京都港区芝 5-29-22-805  

Public corporation, Japanese Academy of Maxillofacial Implants (JAMFI),  

Head Office: 5-29-22-805, Shiba, Minato-Ku, Tokyo, Japan, 〒108-0014  

TEL: 03-3451-6916  FAX: 03-5730-9866  

e-mail :jamioffice@gmail.com 
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協定書 

South Asian Society of Oral Maxillofacial Implantology (SASOMI) ＆ Japanese Academy 

of Maxillofacial Implants (JAMFI) 


